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    上山佐の人口４００人を下回る 
今月から上山佐地区の人口を掲載することにしました。分かる範囲での過去の5年きざ

みのデーターは、1990(H2)年が635人、1995(H7)年613人、2000(H12)年573

人、2005(H17)年521人、2010(H22)年461人、2015(H27)年429人でした

（2015年は年度当初数値、それ以外は何月のデーターか不明）。 

それ以降年度当初の人口は2016(H28)年416人、2017(H29)年405人、2018

(H30)年400人という推移です。2か月前に紹介した昭和50年代の8ミリフィルムには

「上山佐は人口700人の地区です。」というナレーションもありました。 

 数年前、上山佐に関する新聞記事のタイトルに「消滅」という文字が付いたことで大

騒ぎになりました。正確には「消滅～住民に危機感」という表現で、「上山佐は危機感

を持った地区」と評価してもらっていたということです。しかしこのような状況の中で

は、危機感を基に実際の行動に移すこと

が求められています。個人個人で、隣近

所で、友達同士で、そして地域全体で何

ができるのかを考え、地域の消滅を回避

する行動を起こしていきたいものです。 

 交流センターではこうした危機感を地

域の皆様と共有するため、自治会や各種

団体、さらには親しい友人同士の集まり

などから声を掛けてもらえば、出かけて

お話しをさせていただきたいと考えてい

ます。お気軽にお問合せください。  

９月末の上山佐人口＝３８８人（対前月比：△３人）  

   上山佐地内の新たな秋の恵み発見？ 

 皆さんはご存知だったでしょうか？山佐川の川沿い

に、数多くの「クルミの木」が生えています。昨年赴

任された小学校の教頭先生から「山佐にはクルミの木

がたくさんありますね！」と聞いていましたので、こ

の秋改めて探しに歩いてたくさん見つけました。 

   ちょうど8月末に松江市であった、島根県中山間地

域研究センター設

立20周年記念講演会でもクルミの実の活用や、クル

ミの木で良質な家具ができること、生産調整での転作

作物（造林樹木）としての研究がされていることなど

を聞いたところです。 

 地域の方数人にお話しを伺いましたが、クルミの木

があるということをご存じない方が多かったようで

す。川沿いにクルミを探しに行ってみませんか。 

     火祭り・一日マーケット来月18日に開催 

 昨年もこの時期に開催された「火祭り」。

今年は11月18日(日)に開催します。会場は

交流センター、午前9時３０分開始予定。さ

らに「一日マーケット」も同時開催です。 

 火祭りは、交流センターの薪ストーブで芋

や栗などを焼いて食べ、秋の恵みに感謝する

とともに、昔は薪を採ったりする場所だった

身近な山を、もう一度見つめ直すきっかけに

できれば良いと思っています。 

 また一日マーケットは、商店数が少な

くなり買い物が不便になる中、直接買い

物ができる場の提供ということはもとよ

り、買い物対策の重要性を皆で考えた

り、地区民の交流の場という側面もあり

ます。 

 日程が近づきましたら、新聞折り込み

のチラシでお知らせします。多数お出か

けいただくようお願いします。 

（写真は過去のイベントの様子） 

 

     今年も完成しました  

 「2019上山佐ふるさとカレンダー」

ができました。既に自治会長さんを通じ

各自治会にはお配りしました。文化祭で

展示販売しますので、実物をご覧になる

方もいらっしゃると思います。 

 各種イベントの様子や色々な場所の風

景などが掲載されています。今年の１～2

月はとても寒かったですが、めったに見

ることのできない「凍った山佐ダム」の

写真もあります。ご家庭用はもとより、遠方で暮らすご家族やご親戚の方へ

のプレゼントとしても最適です。値段は１冊 1,000円で、交流センターで販

売しています。是非お買い求めくださいますよう、お願いします。 
【御 礼】 

 上口の故加納一雄様の息子さんの

滋正様から香典返しのご寄付をいた

だきました。誠にありがとうござい

ました。厚くお礼申し上げます。 

  さあ、みんなで学校へ行こう！ 
11月22日(木)、午後1時30分から山佐

小学校において、広瀬中校区の学校人権

同和教育研修会が開催されます。今年は

これに併せ、上山佐・奥田原地区の人権

同和教育研修会も一緒に開催します。 

 「学校の先生方と一緒に研修を受ける

のは緊張するな～」と思われるかもしれ

ませんが、終始一緒に研修ではなく「学

校の裏舞台ウォッチング」として、参加された先生方が授業について協議さ

れるところ（つまり「先生方の勉強の様子」）を、別室のモニター画面でご

覧いただく時間も設定します。詳しい内容や参加取りまとめは、後日新聞折

り込みのチラシなどでお知らせします。多数のご参加をお待ちしています。 

【編集後記】 
 このセンターだよりを作るのに、
これまでワープロソフトを使ってい
ましたが、今回はチラシ作成用のソ
フトで作ってみました。これは使い
やすく、レイアウトが超簡単でし
た。年齢を重ねると新しいものに手
が出にくくなりますが、やはり
「チャレンジあるのみ」ですね！ クルミの木で作った机・イス 

空き施設が目立つ中心部 

クルミの実 


